
 建物やブロック塀の倒壊が減れば、下敷きならずに済みます。消火活動や救急搬送を妨げる
可能性も減り、自分や家族だけではなく、地域の周囲の人々の命を守ることにもなります。
居間や食堂、寝室など、よく過ごす箇所だけ耐震化を行う部分耐震化も有効です。
※ 一般財団法人 日本建築防火協会 「誰でもできるわが家の耐震診断」

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/kodate/wooden_wagaya.html

出典 ⻑野県 県⺠、⾃主防災組織向け学習資料
「地震から命やくらし、大切な人を守るために、できること」
https://www.pref.nagano.lg.jp/bosai/documents/kenmin.pdf

防災通信
松原第６町会防災アドバイザー ⿊澤

【① 地震に強い家（建物の耐震化）、ブロック塀の補強など】

−地震に備えて 事前の⾏動 その１−
松原第６町会 2022年2 ⽉1 ⽇

これからの２回は、地震に備えて、事前にできる行動についてお知らせします

【② 家具・家電の固定、ガラスの飛散防止】

※壁や天井は、化粧（石膏）ボードの裏に通し柱がある場所を選び、
 その柱まで届く⻑さのクギ等を使い固定するようにしましょう

回覧

開き戸に解放防止の

止め具をつけます

突っ張り棒で天井

に固定します

ガラスに飛散防

止用のフィルム

を貼ります

夜はカーテンを引

いて就寝します

棚の中の物の落下防止にヒ

モや棒を渡します

テレビは低い場所に

置き金具などで壁

や台に固定します

前のめりに倒れな

いように前倒し防止

器具を取付けます

（雑誌を折ってはさ

み込むのもよい）

積み重ね家具

は平行金具で

連結します

ピアノ用の移動防

止金具を付けます

柱や壁にＬ型金

具や針金などで

固定します

照明器具は３点か

らヒモで吊ります


